
2016-17年度ライオン誌日本語版委員会
第5回会議　報告書

日　時：2016年12月9日（金）14:30〜17:30
場　所：一般社団法人 日本ライオンズ 事務所
出席者：国際理事 佐藤 宜之（大分ライオンズクラ

ブ　）

国際理事 中村 泰久（埼玉県･大宮北ライオンズクラ
ブ　）

委員長 石井 博之（334複合地区／三重県･津中央ライオンズクラ
ブ　）

編集長 佐藤 義則（332複合地区／宮城県･蔵王ライオンズクラ
ブ　）

委員 久津間康允（330複合地区／神奈川県･小田原白梅ライオンズクラ
ブ　）

委員 佐々木忠康（331複合地区／北海道･小樽ライオンズクラ
ブ　）

委員 渡邉 信也（333複合地区／新潟県･亀田ライオンズクラ
ブ　）

委員 中村 房雄（335複合地区／大阪府･泉大津ライオンズクラ
ブ　）

委員 矢野 敏明（336複合地区／島根県･松江葵ライオンズクラ
ブ　）

委員 小柴 登司（337複合地区／沖縄県･浦添ウェスト ライオンズクラ
ブ　）

ITアドバイザー 荘 英 隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　）

ITアドバイザー 辰巳 博昭（兵庫県･神戸須磨ライオンズクラ
ブ　）※オンライン

事務所長 近藤 正彦（330複合地区／東京八王子陵東ライオンズクラ
ブ　）

欠席者：国際理事 安井 克之（北海道･旭川東ライオンズクラ
ブ　）

◉

石井委員長の開会あいさつに続き、佐藤、中村両国際理事からあいさつと国際関係報告があ
り、その後、石井委員長、佐藤編集長の進行で議事に入った。

【議事】
1. ライオン誌日本語版の運営（別紙-月次決算報告）

10月度の収支計算書を基に会計担当者から説明があった。今月は議長連絡会議から協力依
頼があった、香港フォーラムでの100周年記念展示物の製作費108,810円の支払いがあったが、
広告と出版物の売り上げが好調だったことから約183万円の黒字となり、累計では2,473,190
円の収支差額が出ている。

2. 2016年12月号（11月18日見本／95,600部発行）出来
主要記事を紹介し、委員から意見を求めた。今月号の特集は「高齢者支援」。「国際理事だ

より」は安井克之国際理事、「編集室」は小柴登司委員の担当だった。
3. 2017年1月号記事内容の確認

事前に送付された1月号校正を基に、記事の内容を検討した。特集「国際協会100周年」は、
当初本部版の企画に合わせた内容を予定していたが、本部版は写真を中心とした企画であっ
たことと、配信が大幅に遅れたことから独自企画に変更し、創設者メルビン･ジョーンズを
中心にライオンズクラブが誕生するまでの話をまとめた。その他、この号では第55回香港フ
ォーラム、山田實紘LCIF理事長とナレシュ･アガワル国際第1副会長の公式訪問、330-A地区



薬物乱用防止パレードを掲載。「国際理事だより」は佐藤宜之国際理事、「編集室」は矢野敏
明委員の担当だった。

4. 2017年2月号台割（案）と主要記事予定
2017年2月号以降の台割案と主要記事予定が提出された。
2月号特集は前回会議で「アラート」を取り上げることが決まったが、12月3日になって本

部版ライオン誌の編集者から、国際協会の次なる100年に向けた戦略計画「LCIフォーワード」
の記事を配信するので、各公式版とも出来るだけ早い号に掲載してほしいとの要請が届いた。
これを受け、2月号以降の特集企画について改めて話し合った。

その結果、2月号特集は4月号以降に予定していた「シカゴ国際大会への誘い」、3月号特集
を「LCIフォーワード」とし、「アラート」特集は4月号に変更する。以降、5月号「LCIF」、
6月号「糖尿病の実態」、7月号「100周年記念アクティビティ」、8月号「シカゴ国際大会」、9
月号「子どもの貧困」を予定する。

特集を含めた各号の主要記事については、2月号は特集「シカゴ国際大会への誘い」、「国
際理事だより：中村泰久国際理事」、「編集室：中村房雄委員」。特集は、シカゴの紹介を中
心に100周年記念大会への参加気運を盛り上げる企画とする。また、この号で国際平和ポス
ター･コンテストの各複合地区最優秀賞の紹介を行う。

3月号特集は「LCIフォーワード」で、国際本部配信記事で組む。原稿は4,500語との事前
情報がきているが、日本語にするとおよそ12,000字程度の文字数が想定されることから、図
版や写真の量によっては他の企画を休載して対応する。「国際理事だより：安井克之国際理
事」、「編集室：石井博之委員長」。

5. ライオン誌デジタル化
●デジタル化アンケート案が12月2日開催の日本ライオンズ理事会で承認されたことから、

実施方法及び実施期間について検討した。実施方法としては予定通り、各クラブ例会に
おいて出席会員の意見を吸い上げて頂くこととし、その回答はオンライン報告システム
ServannAを通じて行う。アンケート実施期間は12月中旬から2017年2月末とする。なお、
実施に当たっては各地区キャビネットに協力を要請し、各クラブにデジタル化アンケー
トへの回答を促して頂くと共に、地区版ServannAの「アンケート閲覧」機能によるフ
ォローアップも併せてお願いする。

●10月25〜26日開催の公式版編集者会議で使用した資料が、国際本部から送付されてきた。
この資料を基に、「2018年1月以降、公式版ライオン誌は、年4回以上の印刷版を発行し、
その印刷版データをデジタル化する。公式版に対する国際協会補助金は会員1人当たり6
㌦から4㌦に減額」することが基本であることを確認した。また、資料ではデジタル版
投入に関して、「全公式版のデジタル版を2017年末までに提供。提供順は発行数順とす
る。印刷版のPDFを国際協会が契約した業者に送付することによってデジタル版がス
タートする。日本語版のスタートは2017年2月」というスケジュールが示されていた。

この他、日本語版のPDFを本部で変換したデジタル版のサンプルと、本部提供の共通
プラットフォームのマニュアルを確認した。単純に毎号のPDFを送付しただけでは実
用に耐え得るデジタル版にはならず、特に雑誌形式で公開する「ページビュー」では左
右のページが逆になり、現在の右綴じ形式には対応していないこと、またマニュアルを
見る限り、デジタル版を完成させるにはかなりの作業量が発生する見込みであることが



分かった。これらの状況から、委員会では本部提供の共通プラットフォームの使用につ
いて疑問の声も聞かれたが、例えば印刷版とは別に左綴じ横組みのレイアウトでデジタ
ル版用のPDFを作成するなど、本部推奨のデジタル版に合わせられるような対応策が
取れるか検討してみることとする。これに関連して、12月3日に本部版編集者から、各
公式版のデジタル版投入スケジュールを各地区に知らせるようにとの連絡がきている
が、各公式版公開ページのURLはもとより、デジタル版の編集を行うためのアカウン
トも配布されていない状況のため、詳細を本部に照会し、基本的な情報が整った時点で
告知を行うこととする。

●2018年以降のライオン誌日本語版発行について、シミュレーションを行った。まず、現
在と全く同じライオン誌を作成した場合1年間に発行出来る回数は8回、逆に現在と同じ
く毎月発行を維持した場合の本誌ページ数は28ページとなることを確認。その後、直接
出版費のうち印刷費、発送事務費、送料、制作費の各項目について、それぞれ4社以上
からの見積を基に現況との比較を行い、現在の本誌体裁のままでは国際協会補助金の2
ドル減額を補うことは難しいことを確認した。その上で、2018年以降のライオン誌日本
語版発行体制について各委員が意見を出し合い、委員会の基本方針として年11回ないし
12回の発行回数は維持するが、年間2ドルの収入源に対処するため、ページ数の削減や
用紙の変更などの印刷関係を始め、取材や発送に関わる経費の見直しなどを行い、各社
との交渉を通じてコスト削減を図っていくことになった。

●国際協会としては、デジタル版のターゲットをライオンズに入会していない若い人たち
に据え、機関誌の色合いを強くしているが、印刷版がデジタル版の基となる以上、会報
誌としての誌面構成となっている現在の日本語版には若干そぐわない企画もある。その
ため、ページ減に当たっては、こうした誌面構成についても勘案しながら進めることと
する。

6. その他
●事前資料として送付されたライオン誌サポーター･アンケートの内容を確認した。
●障害者就労支援のNPOから、広告出稿について打診があった。NPO法人の代表がライ

オンズ･メンバーであること、広告の内容的には問題がないことから、基本的に出稿を
受け入れるが、実際の掲載原稿については委員会で審査を行うこととする。

閉会あいさつ　石井博之委員長

【次回以降委員会開催予定】
1 月12日（木） 13:30〜16:30 第6回会議 日本ライオンズ事務所
2 月 8 日（水） 13:30〜16:30 第7回会議 日本ライオンズ事務所
3 月 6 日（木） 13:30〜16:30 第8回会議 日本ライオンズ事務所
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2016年10月

項 目

111,220,000 10,255,805 41,019,830 70,200,170

国際協会補助金 55,500,000 5,636,540 22,546,160 32,953,840

会 費 55,500,000 4,619,265 18,473,670 37,026,330

翻 訳 料 補 助 金 220,000 220,000

49,000,000 4,222,637 16,890,548 32,109,452

2,500,000 702,000 1,827,792 672,208

2,550,000 168,673 1,841,341 708,659

頒布品収支差額 1,000,000 158,673 378,644 621,356

受 取 利 息 50,000 17,280 32,720

雑 収 入 1,500,000 10,000 1,445,417 54,583

220,376,750 220,376,750

特 別 の 会 費 220,376,750 220,376,750

385,646,750 15,349,115 60,453,719 325,193,031

特 別 収 入

広 告 料 収 入

科 目
摘 要当 月 執 行 額 累 計 額

合 計

ラ イ オ ン 誌 送 料

そ の 他 収 入

（ 収 入 の 部 ）

購 読 料 収 入

予 算 額

ラ イ オ ン 誌 日 本 語 版 事 務 所

2016-2017 年 度 収 支 計 算 書

残 高



項 目

106,640,000 9,046,338 35,985,530 70,654,470

印 刷 費 33,600,000 2,853,708 11,346,932 22,253,068 注1

発 送 事 務 費 13,800,000 1,121,671 4,554,512 9,245,488 注2

ライオン誌送料 49,000,000 4,283,743 17,053,154 31,946,846 注3

旅 費 交 通 費 5,000,000 330,170 1,231,448 3,768,552

編 集 関 係 諸 費 235,000 13,900 108,732 126,268

原稿料・編集費 5,000,000 442,800 1,688,380 3,311,620

広 告 関 係 諸 費 5,000 346 2,372 2,628

そ の 他

6,150,000 274,927 1,113,070 5,036,930

旅 費 交 通 費 5,000,000 163,100 996,800 4,003,200 注4

会 議 費

統 合 関 連 費 1,000,000 1,000,000

雑 費 150,000 111,827 116,270 33,730 注5

5,700,000 199,800 6,139,800 △ 439,800 注6

51,180,000 3,999,809 15,867,921 35,312,079

人 件 費 30,000,000 2,498,169 9,992,676 20,007,324

福 利 厚 生 費 5,700,000 393,058 1,174,059 4,525,941

旅 費 交 通 費 1,000,000 103,568 414,900 585,100

通 信 費 1,500,000 79,340 488,768 1,011,232

事 務 用 品 費 800,000 42,984 243,575 556,425

図 書 費

備品・消耗品費 50,000 476 5,382 44,618

Ｉ Ｔ 関 連 費 2,400,000 181,656 802,224 1,597,776

支 払 手 数 料 80,000 11,698 29,160 50,840

保 守 ･ 修 繕 費

借 室 料 8,300,000 624,056 2,496,224 5,803,776

水 道 光 熱 料 400,000 34,429 103,163 296,837

租 税 公 課 200,000 200,000

減 価 償 却 費 250,000 250,000

雑 費 500,000 30,375 117,790 382,210

固定資産廃棄損

215,976,750 215,976,750

1,828,241 2,473,190 △ 2,473,190

385,646,750 15,349,115 61,579,511 324,067,239

注1 11月号95,600部発行。＠27.64

注2

注3 11月号送料：個人発送＠62×61,203人＝3,794,586円、ｸﾗﾌﾞ発送（1083件）489,157円

注4

注5

注6

10/4委員会出席者9人中、4人が10/3社員総会と旅費折半

香港ﾌｫｰﾗﾑ展示ﾎﾞｰﾄﾞ作成・ﾚﾝﾀﾙ料108,810円、御茶代他3,017円

JPｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ：ﾗｲｵﾝ誌ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰｶｲﾌﾞ検索機能

合 計

委 員 会 費

事 務 費

( 収 入 )-( 支 出 )

当 期 収 支 差 額 金

繰 越 収 支 差 額 金

11月号発送手数料：個人発送（2009ｸﾗﾌﾞ・61,203冊）673,695円
　　　　　　　　　ｸﾗﾌﾞ発送（1083ｸﾗﾌﾞ・32,632冊）325,800円
11月号掲載誌、有料誌、PR誌送料送料及び発送手数料他、122,176円

累 計 額 残 高 摘 要

直 接 出 版 費

（ 支 出 の 部 ）

予 算 額 当 月 執 行 額

資 料 整 備 費

科 目




